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チェックイン・みんみ
んオリエンテーション 
いよいよ、なは市民協働大学
院の大きな節目となる合宿が
スタート！ 
会場は、那覇市の自然豊かな

学び舎「森の家みんみん」。 
講座の中でも最も長く、濃密
な時間となる2日間です。 

合宿のはじまりは「チェック
イン」から。 
この合宿に期待することや、

いま抱えている不安をチーム
ごとに共有しました。 
“地域と向き合う”前に、自分
たちの心の準備を整える時間
です。 
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第５回講座 
企画づくりの強化合宿・
中間発表

日時：９月27日（土）９:00~21:00 
　　　９月28日（日）９:00～12:00  
会場：森の家みんみん 
参加：受講生27名・チアーズ5名

なは市民協働大学院の第５回講座が９月27～28日に開催され、「企画づくりのための強化合宿」を
テーマに学びと実践が行われました。企画づくりについて集中的に話し合うと同時に、チーム力を
高めることを目的としました。那覇市内にあるとは思えない大自然に囲まれた森の家みんみんに宿
泊し、自然観察を通して課題発見に必要な視点、“気付きづらいことに意識を向ける”体験をし、こ
れまで取り組んで来た地域の現状把握・課題設定に基づき、視点を変え、意見を交わし、より魅力
ある企画にするために力を合わせました♪
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続いて、みんみんスタッフの
計良さんより、末吉公園の生
態系や施設の使い方について
オリエンテーションがありま
した。

 
虫や植物との距離の取り方、
森の中での過ごし方など、自
然と共にある感覚を思い出す
きっかけになりました。 

ワーク①「企画づくり
ワークシート」作成 
前回の講義内容を踏まえ、地
域の現状や課題、地域資源
（特に“水の人”と呼ばれる
キーパーソン）を整理。 
ワークシートを使って、「私
たちにできること」を丁寧に
言語化していきました。 
この段階で、チームごとに企
画の骨格が少しずつ見えてき
ます。 

ワーク②「アイディア
発散」 
次に行ったのは“思考の転換”
ワーク。 
既成概念にとらわれず、対象
者や自分たちが“ワクワクする
こと”をとにかく書き出してい
きました。 
課題と「やりたいこと」、そ
して「ワクワク」を掛け合わ
せることで、日常の延長線で

は出てこないような新しい発
想が生まれます。 

過去の事例「防災キャンプ」
「パーラー公民館」なども参
考に、発想を広げる時間とな
りました。 
会場には楽しそうな笑い声と
真剣な議論が交錯し、まさに
“協働”の空気が広がっていま
した。 

みんみんワークショッ
プ「森の指令ゲーム」 
午後は一転、体を使ったアウ
トドアワーク！ 
みんみん職員の藤井さんが考
案した「森の指令ゲーム」で
は、チームごとに植物や生き
物を探す“ミッション”に挑
戦。「見えているようで見え
ていない」ことに気づく体験
でした。 

 

ルールはシンプルながら奥深
く──“取らない・隠さない・
時間を守る”という自然へのリ
スペクトも学びます。 
チーム「まわちゅう」「にー
ぶやー」「Cチーム」「首里
ゆいまーる」が結成され、1

時間の探索へ！

 

大人たちが童心に戻り、時に
歓声をあげながら森を巡る姿
が印象的でした。 
結果はなんと全チームがパー
フェクト達成！ 

 
この体験を通して“地域を見る
目”を鍛え、リサーチの大切
さ、そして“見ようとすると見
えてくる”感覚を再確認しまし
た。 

ワーク③「斜にかまえ
る／かまえない」 
帰還後、しばしの休憩をはさ
み、ワーク再開!視点を切り替
えるトレーニング。 
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「白いTシャツ」「パイプ椅
子」「自分たちの企画」など
を題材に、批判的（斜にかま
えた）・肯定的（かまえな
い）両方の視点で語り合いま
した。 
普段なかなか出せない意見
や、気づかなかった魅力が言
葉になる時間。 
このワークを通じて、チーム
内の信頼関係もより深まりま
した。 

中間フィードバック 
夕方からは、事務局とチアー
ズによる“本気のフィードバッ
クタイム”。 

 
「ターゲットが広すぎない
か？」「どうやってアプロー
チする？」「課題と手段のず
れは？」など鋭い質問が次々
に飛び交いました。 

 
普段は優しい事務局メンバー
も、この時ばかりは辛口の“鬼 

モード”に。 
ですが、どのチームも真摯に
受け止め、翌日の中間発表に
備えて遅くまで議論を続けま
した。 

合宿名物「カレー対
決」 
そして合宿恒例のカレー対
決！ 
スパイス・チキン・角煮・山
羊・輪麩・カエル…!? 
どのチームも個性全開のレシ
ピで、まるで多国籍カレー
フェスのよう。 
笑いあり驚きありのディナー
タイムとなりました。 

2日目スタート 
朝はラジオ体操と掃除から。 

 

朝食は一晩寝かせた全チーム
のカレーをミックスした合宿
名物、特製「那覇カレー」と
チアーズりささん特製の沖縄
そば！ 

他にもフルーツやスイーツ、
副菜が盛りだくさん！ 

カレーはもちろん、朝から大
満足で感動の美味しさでし
た。 

 

カレー対決結果発表 

 
接戦だったカレー対決の結果
は…? 

1位：首里・3/4チーム「角煮
カレー」 
2位：首里・ゆいまーるの森
チーム「ケロケロカレー」 
同率3位：新都心チーム「や
ぎカレー」・栄町チーム「輪
麩～カレー」 
同率5位：真和志チーム「む
かしながらのWell-beingカ
レー」・小禄チーム「地産ス
パイスカレー」 
7位：中心市街地チーム「多
文化チャンプルーカレー」 

どのチームも僅差で、まさに
“協働の味”！ 

中間発表会 
いよいよ合宿の集大成。中間
発表会です！ 
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＜小禄：チームたからじま＞ 

企画名：たからさがし 

エリア：高良小学校区 

＜首里：ゆいまーるの森＞ 

テーマ：高校生を対象に自然
保護を通した人材育成 

エリア：末吉公園 

＜真和志大道チーム＞ 

テーマ:ポケカ大会featuring
買い物ツアーin栄町市場 

エリア：栄町市場 

＜首里：チーム３/４＞ 

テーマ：食わず嫌い 

エリア：首里地区（石嶺・城
東・城北） 

 

＜真和志：Well-being＞ 

企画名：早寝早起き朝ごは
ん　Let'sてくてく‼︎ 

エリア：真和志小学校区 

 

＜中心市街地チーム＞ 

企画名：ご近所シェアるん 

エリア：那覇小学校区 

 

＜新都心チーム＞ 

企画名：新都心コージーコー
ナー 

調査エリア：銘苅小学校区

 

各チームから、地域をテー
マにした多彩な企画が発表
されました。 
参加者やチアーズからは、
青・赤・黄の付箋で率直な
意見や助言が続々と寄せら
れ、互いに学び合う時間と
なりました。 

総括 
最後に宮城からの総括。 
「誰かに任せる立派な企画で
はなく、小さくても自分たち
がワクワクして実践したくな
る企画！」 
そして、トライ＆エラーを繰
り返しながら、遠くへ一緒に
行こうというメッセージで締
めくくられました。 
学び・発見・笑いが詰まった
2日間。 

次回へ向けてのエネルギーを
たっぷりチャージした合宿と
なりました。最終発表に向け
て、第６回講座で、更に学び
を深め、どんどんブラッシュ
アップしてください！

第７回講座 
11月18日（火） 
18:30～21:00 

なは市民活動支援センター ２階


